
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
元年度
まで

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

計

円 円 円 円 円 円

23,461,000 2,506,000 3,529,022 5,760,000 3,667,484 38,923,506

交付金額 20,705,000 2,300,000 3,400,000 5,760,000 3,667,000 35,832,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

　無

　水道管更新　Ｌ＝1,770.9ｍ

　平成２７年度～令和５年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　導水管の整備を行い、地域住民に安心で安全な水を安定的に供給できるように
なった。
　また、地域住民に聞きとりを行ったところ、整備されて安定利用できているこ
と、安心安全・水量について高い満足度が得られた結果を受け、環境衛生の向上
を確認できた。
　地域住民への周知については、町ホームページにおいて本事業が特定防衛施設
周辺整備調整交付金事業であることを掲載し、また、工事期間中においては工事
看板にエンブレムを明示して周知を図った。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　大矢野原演習場関連公共用施設（環境衛生施設：下鶴水道施設）整備事業

　山都町長

　上益城郡山都町北中島 地内

　下鶴水道施設は、昭和42年4月に給水を開始しており、耐用年数が経過し老朽化
が進んでいるため、引き続き安定的に給水するには、当該施設の更新が必要と
なっているところである。
　このため、管路（導水管）の更新を行い、施設の老朽化を改善するとともに耐
震化をすることにより、今後も地域住民に安心で安全な水を安定的に供給し環境
衛生の向上を図る。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年
度

計

円 円 円 円 円 円

7,130,789 7,130,789

交付金額 7,000,000 7,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

大矢野原演習場関連公共用施設（教育文化施設：移動図書館車購入）整
備事業

山都町長

上益城郡山都町城原169-1

 移動図書館車の更新を行うことにより、点在している集落及び学校に対して、
安全に書籍を届けるとともに、地域の現状を細かく把握し、利用者のニーズに
合った選書で、正確な情報提供を行うことを目的とする。

物件購入　移動図書館車１台

令和５年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

移動図書館車の更新により、各地区への移動に伴う安全性の向上が図られ、
また、図書館職員や利用者に聞き取り調査を行ったところ「新しくなったことで
安心安全に移動図書館車を運行できるようになった」、「選書も整理され利用し
やすくなった」といった意見が得られ、事業の目標に対する成果を確認すること
ができた。
地域住民への周知については、ホームページ及び町広報誌にて本事業に特
定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛省）を活用した旨を掲載し周知を
行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和5年度 計

円 円 円 円 円 円

6,545,000 6,545,000

交付金額 6,300,000 6,300,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

大矢野原演習場関連特定事業
（交通に関する事業：山都町地域公共交通計画策定支援業務）

山都町長

上益城郡山都町

　町民の生活を支える持続可能な公共交通体系の構築に資するため、公共交
通に関する目標値を設定するとともに、新たな交通サービスの導入について検
討し、山都町地域公共交通計画を策定する。

山都町地域公共交通計画の策定

令和5年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　山都町地域公共交通計画の策定により、本町が抱える地域公共交通に関す
る課題の整理、課題解決のための基本方針・目標の設定、目標を達成するた
めの施策・事業等を定めることができた。
　また、本計画は「山都町地域公共交通活性化協議会」において協議を行った
うえで、計画策定の承認をいただくことができ、事業の目標に対する成果を確
認することができた。
　地域住民への周知については、本計画の巻末に特定防衛施設周辺整備調
整交付金事業（防衛省）を活用した旨を記載するとともに、町のホームページ
においても同様の旨を掲載し周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の成 果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

計

円 円 円 円 円 円

0 0 27,623,955 20,861,775 48,485,730

交付金額 61,116,000 5,750,000 17,841,000 37,262,000 121,969,000

市町村費等 0 0 0 0 0

運用益 0 6,111 3,931 2,864 12,906

計 61,116,000 5,756,111 17,844,931 37,264,864 121,981,906

0 0 27,594,000 20,861,000 48,455,000

61,116,000 66,872,111 57,123,042 73,526,906

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　町道13路線において、舗装補修（打替工 1397.73㎡、オーバーレイ工 205.5㎡）を
施工し、利用車両の安全性及び利便性の向上に繋がり、路線利用者から聞き取り
調査を行ったところ「舗装が打ち替えられ、舗装の凸凹等が解消さたことによって雨
水が溜まりにくくなり、走行しやすくなった」等の意見が得られ、地域住民の交通環
境の改善に寄与することが出来た。
　地域住民への周知については、作業注意喚起看板等に「防衛省エンブレム」及び
「防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」である旨を記載するとともに、町
ホームページに特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で実施されていることを掲
載し、周知を図っている。

無

無

基
金
造
成
額

事業費

令和２年度～令和9年度

事業費及び交付金額

基金処分額

基金残額

町道の清掃・補修等

事　　　業　　　評　　　価　　　書

大矢野原演習場関連特定事業
（交通に関する事業：山都町町道維持管理基金）

山都町長

上益城郡山都町内全域

山都町は、東西約33㎞、南北約27㎞、面積が544.67ｋ㎡と広大で管理路線数は、
1044路線、延長約954㎞と町道の維持管理において、破損箇所の補修等の対応に
多額の予算を必要とする状況にある。
  このことから、山都町町道維持管理基金を設置し、町道の清掃・補修等の体制を
整え、継続的かつ安定的に町道の維持管理を行うことで路線利用者の安全性及び
利便性の向上を図ることを目標とする。


